










                              
 






所内担当者名： 吉田 聡 
開催日：令和 2 年 2 月 １２～１４ 日 
開催場所：南紀熊野ジオパークセンター、防災研究所 潮岬風力実験所 
参加者数： １７ 名 (所外 １５ 名、所内 ２名) 
・大学院生の参加状況：  １名（修士 名、博士 １名）（内数） 
































2/12 @ 南紀熊野ジオパークセンタ  ー
14:05 開会あいさつ・自己紹介 
14:20 研究集会① (20+5)分×２人 （座長：小松 幸生） 
有吉 慶介 (JAMSTEC)「「ちきゅう」&DONETを用いた海底～大気の同時貫通観測」 
吉田 聡(京大防災研)「「ちきゅう」・新青丸/勢水丸・潮岬での海陸同時気象観測」 
15:10 休憩 (10分) 
15:20 研究集会② (20+5)分×４人 （座長：吉田 聡） 
小松 幸生 (東大先端研)「海底圧力計による海洋内部擾乱の検出可能性について」 
立花 義裕(三重大学)「気球曳航による黒潮横断観測」 
箕輪 昌裕・髙島 祐弥・岩堀 太紀(古野電気)「小型マイクロ波放射計および雲カメラによる局地気象観測」 




2/13 @ 南紀熊野ジオパークセンタ  ー




10:00 研究集会④(20+5)分×3人 (座長：野津 雅人) 
飯沼 卓史(JAMSTEC)「Wave Gliderを使った海底地殻変動観測について」 
中村 祐輔(立正大学)「ドップラーライダーとGPSゾンデを用いた潮岬における大気境界層高度の観測」 
渡来 靖(立正大学)「ドップラーライダーによる潮岬における境界層内の風観測」 
11:15 記念撮影 & 休憩 






2/14 @ 京都大学 防災研究所 潮岬風力実験所 
08:32 ゾンデ @ 気象庁 潮岬特別地域気象観測所 
09:00 総合討論（ポスターまとめ：有吉・吉田） 

































有吉 慶介 (2020) 研究集会 2019K-11「海洋観測データの統合解析に向けた研究集会」, 2019年度京都大学防災研究所 共同
利用 研究成果報告書 
吉田 聡 (2020) 本州の最南端で地球を測る, 京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻「地球惑星科学の最先端」
http://www.eps.sci.kyoto-u.ac.jp/research/advance/09/index.html 
